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越谷市民ネットワーク
〒343-0023越谷市東越谷1-5-17-1F
TEL/FAX　048-962-8052
EーMAIL　koshigaya.net@gmail.com

お問い合わせ

市民ネット３つのルール
①任期は最長 3 期 12 年で交代
②選挙はカンパとボランティア
③議員報酬はみんなの活動費
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山田 ゆう子
中町在住

越谷市議会議員

大田 ちひろ
南越谷在住

越谷市議会議員

清水 泉
袋山在住

越谷市議会議員

越谷市民ネットワーク議員

アンケートにご協力ください
今回のレポートでどの項目に関心を持ちましたか。○をつけてください。

・ネットは福田晃市長の支援を決定

・サンシティ再整備は今後の財政負担と併せた検討を

・地域の病院は命の砦　市立病院どう守る

・越谷市は職員が多い！？給料が日本一高いってホント！？

・福田市長と政策協定締結

・活動報告

その理由をお聞かせください。

県政・市政についての要望や気になっていることをご自由にお書き

ください   

ネットのレポートは、運営委員みんなで
作っています。私は毎月近くの交流館で行
われている高齢者サロンに参加したり、2ヶ
月に一度のご近所さんとのお茶会にてお
抹茶を点てたりしながら会話を楽しんでい
ます。顔と顔の見える関係を続け、支えたり
支えてもらったりという絆の大切さを年齢と
共に感じています。 運営委員T･Y
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「リアルすぎる地域政治のお話会」にて

市民から議員へ！

ネットは福田晃市長の支援を決定ネットは福田晃市長の支援を決定

4年間で44項目100の実績を達成
　福田市政は2021年、コロナ禍のさなかにスタート。
中核市として保健所を有する強みを活かし、ドライブ
スルー型のPCR検査を実施しました。また、2023年の
台風2号では、観測史上最多雨量を記録し市内の約4
分の1が浸水する甚大な被害が発生。これを教訓に緊
急治水プロジェクトを立ち上げ、新規調節池設置計画
などの治水対策が進みました。
　また、こども政策では子ども医療費助成の対象が18
歳に引き上げられたほか、子ども食堂や学習支援立ち
上げに市独自の補助金制度を創設。教育では、物価高
騰による学校給食費の値上げを抑えるための材料費
補助や、移動式プレーパークの拡充、障害の有無に関
係なく一緒に遊べる「インクルーシブ公園」の設置など
が実現しました。
　私たちは、こうした取り組みをさらに
発展させ、すべての子どもが安心して
育ち、地域に居場所と希望を持てるま
ちをめざして、福田市政とともに取り組
んでいきます。

公共施設やインフラの老朽化と向き合う
　越谷市では、公共施設や給食センター、市立病院な
どインフラの多くが築30年から40年となり、更新の時期
を迎えています。改修や建て替えなどの対応を先送りす
れば、安全性や市民サービスに影響が出かねません。
　同時に人口減少・少子高齢化が進むなかで、公共施

設の廃止・縮小・統合を含めた見直しを市民と共に進
めていくことが避けられない時代を迎えています。誰
にとっても使いやすい施設をどう維持していくのか、市
民参加で合意形成を行う必要があります。
　また、八潮市で起きた道路陥没事故に見られるよう
に、目に見えない部分の安全確保にも計画的かつ着
実な対応が求められています。
　サンシティの再整備などまちのにぎわいづくりも重
要ですが、限られた財源の中で優先すべきは給食セン
ターや市立病院、高齢になっても障害があっても暮ら
しやすいまちづくりといった、市民の命と暮らしを支え
る基盤整備ではないでしょうか。

越谷を次のステージへ
　福田市長は、決して派手なパフォーマンスをするタ
イプではありませんが、堅実でまじめ、誰に対しても分
け隔てなく対話を重ねてきた人物です。
　人口減少やインフラの老朽化、財政負担の増大な
ど、選択と集中が求められる現実のなかで、現職市長
として困難な課題から逃げずに向き合ってきたからこ
そ、次の4年間を託す価値があると考えます。
　困難な時代だからこそ市政を「お任せ」にするので
はなく、市民が参加し責任を持つ越谷市を共につくっ
ていきましょう。

編集後記編集後記

10/26 越谷市長選10/26 越谷市長選

活動報告
　5月中旬に藤沢市のエコストア「パパラギ」を訪問し
ました。
　きっかけはプロダイバーとして長年海を愛する環境
活動家の武本匡弘氏の講演。彼と仲間が「地球を守
れ！～生活者が地球を救う」のコンセプトのもと、脱プ
ラスチックを目指して立ち上げたお店。生活者仕様の
エコグッズ満載の楽しいお店でした。
　まず私たちに出来ることは？環境負荷を防ぐ行動を
する事。エコグッズの購入と使用。美味しい物も買っ
た有意義な一日でした。（会員T）

　5月25日(日)に半農半楽の会主催の田植えにのら
部として参加しました。放棄地の増林の田んぼをなん
とか残したいと毎年無農薬で作っている田んぼです。
　のら部からの参加は大人5名、子ども2名でみんな
で列を作って手植えをしました。
　私は初挑戦で、靴下で田んぼに入りました。当日は
曇りで気温は17℃くらいでしたが、お喋りしながら作
業をしているとちょうど良い気候でした。これから稲刈
りの秋まで、除草の作業が続きます。
　お米づくりを通じて、これからも農政を考え、課題解
決に向け取り組んでいきます。（会員O）

のら部活動報告「田植えをしました」エコストア「パパラギ」を訪問

　10月26日に予定されている越谷市長選挙には、
現職の福田晃市長と、元市議の畔上順平氏が立
候補の意向を表明しています（7月20日現在）。
　私たち越谷市民ネットワークは、福田市政4年間
の実績を政策ごとに検証し、これからの越谷を共
につくる市長として、福田晃氏を支援することに決
定しました。

左 お店前で武本さんと一緒に
上 武本さん著作の本

みんなで手植え
福田市長と一緒に

4年間の実績は
こちら


